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運動の苦手なアス ペ ル ガー障害児における投球スキルの形成
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1．目的

　安生 ・山本（1991）は、公立高校硬式野球部選于を対象

に ス ロ ーイ ン グ技 能へ の 介入 を行い 、行動分析学に基 づ

く介入が効果的で ある こ とを示 した。また、発達障害児

に莢け る視覚朿1嫐 プ ロ ン プ トの 有効陸は多くの 研究で 示

されて い る。本研究で は、運動の 苦手なア ス ペ ル ガ
ー障

害児を対象に、視顛 1嫐 プ ロ ン プ トを用 い た行動分析的

な介入の 有効性を検討する こ とを目的とした。

矼．方法

倣 橡 児 ：公 立 小亨校に在籍するア ス ペ ル ガー障害男児 1

名。本研究開始時の CA は 11：5 で あっ た。10：8 時に行っ

た WIS （］
−lllの 結果、FIQ は 102（v［Qlo9，PIQ94）であり、

言語理解の 高さと、処理速度の 低さが顕著で あっ た。粗

大運動、微細運動ともに苦手で あり、母親か ら腕が肩 よ

り上に自然に ヒが らない とい うこ とが報告 された 。

2）指導揚面 ：大学内指導室におい て 遍 1 回 60 分指導を行

い、そ の 内の約 15 分を、1セ ッ シ ョ ン 10試行として本

研究に割 り当て た。支援ツー
ル として適切な投げ方の 連

続写真を示 した 、

3）標的行動 ：投球行動を課題分析し、 10 の 下位行動に分

け鳥 各フ ェ イ ズ の 標的行動を 盟 bk｝1｝ひ 」薩

驗 ble1 各フ ェ イズにおける標的行動

4）デー
タ収集と結果 の算出方法 ：べ ・一一7 ・ライ ン の 2 セ ッ

シ ョ ン （20 試行）以外は金 て ビデオに記録 し、観察した。

各標的行動の生起ある い は 非生起を 1試行 ごとに記録 し、

1試行ご との 行動達成率を以下の 算式によっ て 求めた。

　 行動達成率（％）＝ 生起した 行動項 日数／10 × 100％

5）手続き ： ［BL］模造紙を 9 分割して、それぞれ の 枠に

10F−50 点の 得点をっ け、ボー一
ル が当た っ た際には そ の 得

点を与え耘 投げ方に関 してはプ ロ ン プ トや フ ／
一

ドバ

ッ ク を与えなか っ たっ

〔フ ーz イズ 1…猫 bk｝1で 示 し た下位行動項日      ）を写

真で 表 し鳥 得点は模造紙の 真ん中の 1 ヶ 所の み 20 点と

し、それ以外は 10点 とし 払 また、写真で 示 し たもの に

関わらず、  〜  の 標的行動の うち、1 つ の生起に関し

て それぞれ 10点を加算した。達成基準は 5 試得連続 で 行

動達成率が 30％以 上となっ た場合とした，

［フ ェ イ ズ 2〜4］標的1働 を追加 し、そ れぞれ フ ェ イズ 1

と同楓 こ行 っ 鶴 達成基準は行動達成率が 5 試行連続で

それぞれ 60％、80％、10（P／o以上となっ た場合と した。

［プ n ・一ブ］標的行動を示 した表は撤去 し、べ 一
ス ライ

ン と同様 の 条件 で行 っ た。

皿．結果

　結果を Fig．1 に示 した。　BI、期は都合上 ビデオ録画がで

きなか っ たが、行動達成率はほぼ 0％ で あっ た 。 そび）後 ．

フ ェ イズ 4 で 100％ とな り、プ ロ L−．プ で もぼぼ維持され
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　　　　　　 Fig．1 争働 達成率の 准移

IV．考察

　本研 究で は、各条件 にお い て標的 とす る 下位行動 を視

覚的に理解しやすい 形 で提示 し紅 その 結果、Pha3B3 に

お い て 時間がかかっ たもの の
、 全て の 下位行動を形成 し、

一
連の投球行動 ス キ ル を獲得する こ とが可能で あっ た。

また、本研究終 r後、学校の 体力テス トで、以前はほ と

ん どで きなか っ たハ ン ドボ・．・
コVl投げをす る こ とが で きた

とい う報告もあ っ た c

　また、本研究では トレーナ
ー

との ゲーム 形式で指導を

行 っ たが、行動達成率 の 上昇に伴っ て、対象児 の 動機 づ

けが下がる とい う様子 が観察された。運動の 苫手なア ス

ペ ル ガー障害児に対する指導に際して は、い か に動機づ

けを高 め るこ とがで きるかが今後の 課題で ある。
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